
著者が住んでいた、マサチューセッツ州ケンブリッジ市のアパート。

再開発が進むケンダルスクエア（2019年撮影）。
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プエルトリコ料理店「イズィーズ」（2022年に閉店）。

ケンダルスクエア周辺地図。Ⓒ OpenStreetMap contributors

　

2
0
1
8
年
8
月
か
ら
10
カ
月
間
、

私
は
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
市
に
滞
在
し
て
い
た
。
当
時
住

ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

市
庁
舎
の
裏
手
に
あ
る
、
1
9
0
0
年

頃
に
建
て
ら
れ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
様
式

の
3
階
建
て
の
建
物
で
、
半
地
下
に
あ

る
24
㎡
の
ワ
ン
ル
ー
ム
を
借
り
て
い
た
。

月
家
賃
1
6
5
0
ド
ル
（
当
時
で
約
18
万

円
）
は
こ
の
界
隈
の
底
値
に
近
く
、
他

の
ほ
と
ん
ど
の
物
件
の
家
賃
は
20
万
円

を
超
え
て
い
た
。
そ
し
て
学
生
の
多
く

は
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
を
し
て
暮
ら
し
て
い

た
。

　

こ
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
東
に
約
１
km
の

と
こ
ろ
に
、
ケ
ン
ダ
ル
ス
ク
エ
ア
が
あ

る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
や
I
T

系
、
製
薬
・
バ
イ
オ
系
企
業
が
集
積
し
、

「
世
界
で
一
番
イ
ノ
ベ
イ
テ
ィ
ブ
な
ス

ク
エ
ア
」
と
称
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

こ
の
界
隈
は
、
か
つ
て
は
チ
ャ
ー
ル
ズ

川
沿
い
の
湿
地
だ
っ
た
が
、
1
7
9
3

年
の
西
ボ
ス
ト
ン
橋
（
現
・
ロ
ン
グ
フ
ェ

ロ
ー
橋
）
建
設
、
1
8
1
0
年
の
ブ
ロ
ー

ド
キ
ャ
ナ
ル
開
削
に
よ
り
物
流
利
便
性

が
高
ま
り
、
印
刷
・
出
版
、
楽
器
・
家

具
・
衣
服
・
石
鹸
・
菓
子
な
ど
の
製
造
、

食
肉
加
工
な
ど
の
工
場
が
集
積
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
産
業
の
多
く

は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
競
争
力
を

失
い
、
廃
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
I
T
・
製
薬
企
業
集
積
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
1
9
1
6

年
に
ケ
ン
ダ
ル
ス
ク
エ
ア
の
南
側
に
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
M
I
T
）

が
移
転
し
た
こ
と
で
あ
る
。
同
大
学
は

キ
ャ
ン
パ
ス
を
次
第
に
拡
張
し
、
界
隈

は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
拠
点
と
し
て
の
様

相
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
2
0
0
0
年
以
降
、
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
分
野
で
の
投
資
を
政
策
的
に

誘
導
し
た
こ
と
で
、
か
つ
て
の
工
業
エ

リ
ア
が
オ
フ
ィ
ス
や
研
究
施
設
と
し
て

再
開
発
さ
れ
、
脱
工
業
時
代
の
新
産
業

が
こ
こ
に
集
積
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
。
今
で
は
グ
ー
グ
ル
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
I
B
M
も
ケ
ン
ダ
ル
ス
ク
エ

ア
の
す
ぐ
そ
ば
に
リ
サ
ー
チ
ラ
ボ
を
構

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ケ
ン
ダ
ル
ス
ク
エ
ア
の
一
角
に
は
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
ガ
ス
ラ
イ
ト
社
の
工

場
跡
地
を
再
開
発
し
た
エ
リ
ア
が
あ

る
。
か
つ
て
は
運
河
沿
い
の
工
場
で

石
炭
を
熱
し
て
ガ
ス
を
作
っ
て
い
た
が
、

1
9
5
1
年
に
テ
キ
サ
ス
か
ら
天
然
ガ

ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
敷
か
れ
、
製
造
設

備
が
不
要
に
な
っ
た
こ
と
で
遊
休
地
化

し
て
い
た
場
所
だ
。
こ
こ
を
拠
点
と
す

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
多
く
、
界
隈
の

I
T
・
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
の
一
角
を

占
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
開
発
が
功
を
奏
し
た
こ
と

で
、
界
隈
で
は
家
賃
が
急
騰
し
て
い
る

の
だ
。

　

ケ
ン
ダ
ル
ス
ク
エ
ア
西
側
に
は
、
現

在
は
「
ザ
・
ポ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
近
隣
地
区
が
あ
る
。
か
つ
て
は
キ
ャ

ン
デ
ィ
工
場
が
建
ち
並
ん
で
お
り
、
界

隈
に
は
工
場
で
働
く
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ

リ
カ
人
、
1
9
6
0
年
代
か
ら
は
プ
エ

ル
ト
リ
コ
や
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
か
ら
の

移
民
が
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ザ
・

ポ
ー
ト
は
現
在
も
人
口
の
半
数
近
く
を

黒
人
と
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
が
占
め
る
非
白

人
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
角
に
「
イ
ズ
ィ
ー
ズ
」
と
い

う
プ
エ
ル
ト
リ
コ
料
理
店
が
あ
っ
た
。

店
主
の
イ
ズ
ィ
ー
氏
は
1
9
6
4
年
に

プ
エ
ル
ト
リ
コ
か
ら
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に

渡
り
、
洗
濯
店
や
キ
ャ
ン
デ
ィ
メ
ー

カ
ー
、
音
響
映
像
機
器
メ
ー
カ
ー
の
運

転
手
な
ど
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
後
に
、

1
9
8
0
年
に
奥
さ
ん
と
共
に
こ
の
店

を
始
め
て
い
る
。
か
つ
て
は
界
隈
に
ド

ラ
ッ
グ
の
売
人
が
う
ろ
つ
き
、
喧
嘩
沙

汰
な
ど
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
っ
た
そ
う

だ
が
、
こ
の
お
店
は
近
隣
の
人
た
ち
や

警
察
の
人
た
ち
に
守
ら
れ
、
被
害
を
受

け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
滞
在
時
に
足
繁
く
通
っ
た
店

だ
っ
た
が
、
2
0
2
2
年
に
閉
店
。
建

物
は
エ
ン
パ
ナ
ー
ダ
（
ミ
ー
ト
パ
イ
）

の
専
門
店
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
の
近
く
に
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

や
黒
人
向
け
の
理
髪
店
が
並
ぶ
一
角
が

あ
る
が
、
そ
の
隣
に
は
数
年
前
に
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸
造
所
が
オ
ー
プ
ン
し
、

多
く
の
白
人
の
若
者
た
ち
が
訪
れ
て
い

る
。
新
た
な
産
業
の
集
積
に
よ
っ
て
高

所
得
者
層
が
界
隈
で
暮
ら
す
よ
う
に
な

り
、
地
域
の
文
化
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る

の
を
感
じ
た
。
公
営
住
宅
や
公
的
支
援

を
受
け
た
住
宅
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

で
、
昔
か
ら
の
住
民
た
ち
が
か
ろ
う
じ

て
暮
ら
し
続
け
て
い
ら
れ
る
よ
う
だ
。

ロ
ー
レ
ン
ス
の
火
災
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と

　

私
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
暮
ら
し
は
じ

め
て
か
ら
3
週
間
後
、
2
0
1
8
年
9

月
13
日
に
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

ロ
ー
レ
ン
ス
、
ア
ン
ド
ー
バ
ー
、
ノ
ー

ス
ア
ン
ド
ー
バ
ー
の
3
地
区
で
、
住
宅

や
事
務
所
な
ど
約
40
棟
、
80
カ
所
以
上

で
ガ
ス
供
給
管
の
問
題
が
原
因
と
な
っ

た
爆
発
や
火
災
が
発
生
し
た
。
こ
の
事

故
に
よ
り
1
人
が
亡
く
な
り
、
約
3
万

人
が
避
難
し
て
い
る
。
事
故
の
原
因
は
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
ガ
ス
社
が
老
朽
化
し
た
供

給
管
の
取
り
換
え
工
事
を
行
っ
た
際
に
、

ガ
ス
が
減
圧
し
た
と
誤
っ
て
判
断
し
た

作
業
員
が
加
圧
を
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
私
は
、
翌
日
に

ロ
ー
レ
ン
ス
ま
で
足
を
運
ん
だ
。
ロ
ー

レ
ン
ス
は
ボ
ス
ト
ン
か
ら
北
約
40
㎞
に
位

置
し
、
M
B
T
A
郊
外
鉄
道
で
の
所
要

時
間
は
ボ
ス
ト
ン
か
ら
約
1
時
間
だ
が
、

こ
の
日
は
レ
デ
ィ
ン
グ
駅
か
ら
先
は
運

休
し
て
い
た
。
そ
こ
でU

ber

で
ア
ン

ド
ー
バ
ー
ま
で
行
き
、
歩
い
て
現
地
入

ケ
ン
ダ
ル
ス
ク
エ
ア
の

再
開
発
と
家
賃
高
騰

ア
メ
リ
カ
で
進
む
富
裕
層
の

都
心
回
帰
と
郊
外
の
貧
困
化

︱
︱
マ
サ
チュー
セ
ッツ
州
の
事
例
よ
り

ア
メ
リ
カ
で
は
近
年
︑
郊
外
の
貧
困
化
が

進
ん
で
き
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
は
都
心
部

の
再
開
発
と
白
人
富
裕
層
の
都
心
回
帰
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
が
︑結
果
︑
都

心
部
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
郊

外
部
で
の
人
種
多
様
化
と
い
う
状
況
が
生

ま
れ
て
き
て
い
る
︒
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
に
つ
い

て
の
議
論
は
都
心
だ
け
で
な
く “
歩
け
な
い

郊
外
”も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
︒

山
納
　
洋

Yam
anoh H

iroshi

［
や
ま
の
う
・
ひ
ろ
し
］

大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

文
化
研
究
所
研
究
員
。
1
9
9
3
年
大
阪
ガ

ス
㈱
入
社
。
複
合
文
化
施
設
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
の
企
画・プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
業
務
を
歴
任
。
現
在
は
C
E
L
に
て
場
づ

く
り
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
個
人

的
に
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
企
画「Talkin’About

」、

ま
ち
観
察
企
画
「W

alkin’About

」や
劇
場

内
で
の
会
員
制
談
話
室
「
マ
チ
ソ
ワ
」
な
ど

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
。

1

4647 C E L   M a r c h  2 0 2 4C E L   M a r c h  2 0 2 4



メリマック
川

メリマック
川

毛繊
物工
場跡

毛繊
物工
場跡

グレート・
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ダム 

グレート・
ストーン・
ダム 

火災があったエリア火災があったエリア

メリマック川北岸の街並み。
ローレンス・南ローレンス・南アンドーバー周辺地図。
Ⓒ OpenStreetMap contributors

上／メリマック川に築かれたグレート・ストーン・ダム。
下／メリマック川沿いに残されている毛織物工場の建物。

火災があったメリマック川南岸の様子。

り
し
た
。
被
災
地
で
は
ガ
ス
、
電
気
の

供
給
が
止
ま
り
、
店
は
す
べ
て
閉
店
。

中
心
部
分
は
車
の
通
行
も
遮
断
さ
れ
、

住
民
は
避
難
を
要
請
さ
れ
て
い
た
。

　

郊
外
に
あ
る
と
い
う
情
報
か
ら
、
私

は
ロ
ー
レ
ン
ス
が
ボ
ス
ト
ン
の
人
口
増

に
と
も
な
い
開
発
さ
れ
た
郊
外
住
宅
地

だ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
行
っ
て
み

て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
こ
が
産
業
革

命
期
の
工
業
の
中
心
地
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
。
街
の
中
心
を
流
れ
る
メ
リ

マ
ッ
ク
川
に
架
か
る
橋
の
そ
ば
に
は
大

き
な
ダ
ム
が
築
か
れ
、
橋
の
反
対
側
に

は
か
つ
て
の
毛
織
物
工
場
の
建
物
が
残

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
グ
レ
ー
ト
・
ス

ト
ー
ン
・
ダ
ム
は
1
8
4
0
年
代
に
建

造
さ
れ
て
お
り
、
川
の
両
岸
に
は
運
河

が
掘
ら
れ
、
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
た
工

場
の
動
力
と
し
て
水
力
タ
ー
ビ
ン
が
活

用
さ
れ
て
い
た
（
当
時
水
力
発
電
は
実
用

化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
）。
19
世
紀
後
半

に
は
ロ
ー
レ
ン
ス
は
毛
織
物
加
工
の
中

心
地
と
な
っ
て
い
た
が
、
工
場
で
の
労

働
に
あ
た
っ
た
人
た
ち
の
多
く
は
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
、
西
欧
、
東
欧
か
ら
の
移
民

で
、
ロ
ー
レ
ン
ス
は
そ
の
存
在
初
期
か

ら
移
民
都
市
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

　

火
災
が
起
こ
っ
た
メ
リ
マ
ッ
ク
川
南

側
の
丘
陵
地
は
、
こ
れ
ら
の
工
場
の
労

働
者
向
け
の
住
宅
地
と
し
て
開
発
さ
れ

て
い
る
。
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
か

な
り
昔
に
な
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
事

故
は
老
朽
化
し
た
ガ
ス
管
の
取
り
換
え

工
事
中
に
起
こ
っ
て
い
る
。

　

メ
リ
マ
ッ
ク
川
南
側
の
住
宅
地
近
く

で
は
、
街
角
で
た
た
ず
む
人
た
ち
や
、

橋
を
渡
っ
て
買
い
出
し
に
出
掛
け
る
人

た
ち
を
数
多
く
見
か
け
た
が
、
気
づ
い

た
の
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
黒
人
だ
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

　

ロ
ー
レ
ン
ス
の
毛
織
物
加
工
業
は
、

1
9
5
0
年
代
に
衰
退
を
始
め
て
い
る
。

そ
し
て
60
年
代
後
半
に
な
る
と
、
安
い

住
宅
費
と
移
民
に
寛
大
な
歴
史
に
魅
力

を
感
じ
た
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
プ
エ
ル

ト
リ
コ
か
ら
の
移
民
が
ロ
ー
レ
ン
ス
に

や
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
あ

た
り
の
歴
史
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
市
の

「
ザ
・
ポ
ー
ト
」
と
よ
く
似
て
い
る
が
、

そ
こ
か
ら
先
に
起
こ
っ
た
こ
と
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。
ロ
ー
レ
ン
ス
で
は

そ
の
後
、
白
人
労
働
者
階
級
と
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
の
若
者
の
間
で
対
立
が
深
ま
り
、

1
9
8
4
年
に
暴
動
が
発
生
。
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
に
あ
っ
た
多
く
の
建
物
が
火
炎

瓶
で
破
壊
さ
れ
、
3
0
0
人
以
上
が
逮

捕
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
ロ
ー
レ
ン

ス
で
は
火
災
が
相
次
ぎ
、
そ
の
こ
と
で

白
人
層
の
流
出
が
進
み
、
市
の
人
口
は

2
0
2
0
年
現
在
で
8
万
9
1
4
3
人
、

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
人
口
は
81
・
7
%

を
占
め
る
ま
で
と
な
っ
た
。

　

メ
リ
マ
ッ
ク
川
の
北
側
で
は
店
舗
が

通
常
通
り
に
営
業
し
て
お
り
、
ス
ー

パ
ー
や
飲
食
店
に
は
多
く
の
人
た
ち
が

買
い
出
し
に
訪
れ
て
い
た
。
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
に
は
個
人
経
営
の
理
髪
店
や

洋
服
店
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、
食
料
雑
貨

店
が
並
び
、
行
き
交
う
人
々
は
ス
ペ
イ

ン
語
で
話
し
て
い
た
。
私
は
食
料
品
店

の
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
ご
飯
と
煮

込
み
料
理
を
頂
い
た
が
、
料
金
は
数
ド

ル
だ
っ
た
（
ア
メ
リ
カ
で
は
10
ド
ル
以
下

で
食
事
を
す
る
の
は
難
し
い
）。
低
所
得

の
人
た
ち
で
も
暮
ら
し
や
す
い
町
な
の

だ
ろ
う
。
ロ
ー
レ
ン
ス
で
も
近
年
で
は

工
場
跡
の
建
物
に
大
量
の
民
間
投
資
が

あ
り
、
商
業
・
住
宅
・
教
育
用
途
へ
の

転
換
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一

方
で
グ
レ
ー
ト
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
影
響

を
受
け
て
財
政
状
態
が
悪
化
し
、
市
は

債
務
超
過
の
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。　

貧
困
化
す
る
郊
外

　

20
世
紀
半
ば
に
は
、
ア
メ
リ
カ
都
市

の
貧
困
の
舞
台
は
都
心
に
あ
っ
た
。
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
1
9
5
0
年
代
に

は
住
宅
地
開
発
と
高
速
道
路
網
の
整
備

が
進
み
、
裕
福
な
白
人
世
帯
は
郊
外
で

の
生
活
を
求
め
、
都
市
を
後
に
し
た
。

そ
の
結
果
、
都
心
部
に
は
投
資
が
な
さ

れ
な
く
な
り
、
残
さ
れ
た
民
族
的
に
多

様
な
低
所
得
者
層
は
教
育
、
仕
事
、
収

入
、
住
宅
、
所
得
の
面
で
不
利
益
を
被

る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
1
9
6
0

年
代
の
人
種
暴
動
の
頻
発
や
ド
ラ
ッ
グ

の
蔓
延
に
よ
っ
て
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
は

よ
り
危
険
な
地
域
と
な
り
、「
ホ
ワ
イ

ト
フ
ラ
イ
ト
（
白
人
層
の
流
出
）」
は
加

速
し
、
衰
退
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
っ
た
。

そ
の
後
80
年
代
頃
に
な
る
と
、
都
心
部

の
環
境
が
改
善
さ
れ
、
犯
罪
が
減
少
し
、

白
人
富
裕
層
が
都
心
に
回
帰
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
公
園
や

街
路
な
ど
の
環
境
の
改
善
、
雇
用
や
機

会
・
都
市
的
生
活
へ
の
魅
力
な
ど
が
若

い
世
代
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

2
0
0
0
年
頃
に
な
る
と
都
心
部
へ
の

投
資
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
と
し
て
都
心
部
の
家
賃
が
高
騰
し
、

長
年
そ
こ
で
暮
ら
し
た
人
た
ち
の
生
活

を
脅
か
す
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る

ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
の
調
査
に
よ

る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
2
0
0
0
年
に
、

郊
外
の
貧
困
者
数
が
都
市
の
貧
困
者
数

を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
2
0
1
9
年
か
ら
22
年
に
は
、
主
要

都
市
郊
外
の
貧
困
者
数
は
、
都
市
部
の

貧
困
者
数
の
3
倍
の
ペ
ー
ス
で
増
え
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
貧
困
の
中
心
は
都
心
部
か
ら

郊
外
に
移
っ
て
き
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
受
け
て
郊
外
の
貧
困
は
さ
ら

に
加
速
し
て
い
る
の
だ
。

　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
市
の
ザ
・
ポ
ー
ト
と

ロ
ー
レ
ン
ス
市
は
と
も
に
19
世
紀
か
ら

栄
え
て
き
た
産
業
都
市
で
あ
る
。
ク
ル

マ
社
会
化
が
進
む
以
前
に
建
設
さ
れ
て

い
る
た
め
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
自
体
は

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
構
造
を
し
て
い
る
。

だ
が
ロ
ー
レ
ン
ス
か
ら
ボ
ス
ト
ン
に
向

か
う
郊
外
鉄
道
は
数
が
少
な
く
、
通
勤

時
で
も
列
車
は
1
時
間
に
1
本
し
か

走
っ
て
い
な
い
。
ロ
ー
レ
ン
ス
駅
か
ら

周
辺
地
域
へ
の
バ
ス
も
30
分
に
1
本
と
、

実
際
に
は
車
が
な
け
れ
ば
暮
ら
し
に
く

い
町
で
あ
る
。
そ
し
て
か
つ
て
の
イ
ン

ナ
ー
シ
テ
ィ
的
風
景
が
郊
外
に
移
転
し

て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
郊
外
に
足
を

運
ん
だ
人
し
か
目
に
す
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
。
実
際
私
も
、
2
0
1
8
年
に

た
ま
た
ま
起
こ
っ
た
火
災
が
な
け
れ
ば

気
づ
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
の
都
心
部
と
郊
外
の
状
況

は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

深
刻
さ
や
人
種
問
題
の
複
雑
さ
な
ど
、

日
本
と
は
状
況
が
大
き
く
異
な
る
た
め

に
そ
の
ま
ま
参
考
に
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
が
、「
歩
き
た
く
な
る
」
都
心
部
が

よ
り
豊
か
に
な
る
一
方
で
、「
歩
け
な

い
」
郊
外
の
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と

は
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
う

え
で
大
事
な
点
な
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
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